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防災
技術

の

感震ブレーカ機能付ホーム分電盤

感震ブレーカー分電盤タイプ対応製品

地震感知による主幹ブレーカの遮断に震度と遮断までの時間を設定できる機能を追加しました。

新型感震リレーは大切なご自宅を地震における電気火災からお守りします。

新型

樹脂製/露出型 感震ブレーカ機能付

単3 リミッタースペース付 主幹：漏電ブレーカ（ＥＬＢ）中性線欠相保護付

ELR-SK

ENR-SK 樹脂製/露出型 感震ブレーカ機能付

単3 リミッタースペースなし 主幹：漏電ブレーカ（ＥＬＢ）中性線欠相保護付
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住宅用分電盤高機能規格適合品（認定マーク付）

ELR-L・ENR-L（LED保安灯付）

防 災 関 連

停電時にLED保安灯が自動点灯。
暗闇の中でもホーム分電盤の位置がわかります。 LED保安灯

テストボタン/
消灯スイッチボタン

LEDランプ

ELR-L

新型センサーの搭載で
利用環境に合わせ
震度と遮断までの時間を設定できる
感震リレー！

M160403

2016年4月現在

27.5.14
川上あ

27.5.23
谷阪

27.5.25
谷阪

27.6.1
川上あ

27.6.5
谷阪

27.6.10
小田

27.6.11
山口

27.6.19
川上あ

27.7.3
川上あ

27.7.9
谷阪

27.7.11
川上あ

28.4.4
小池

防災
技術

の

感震ブレーカ機能付ホーム分電盤

感震ブレーカー分電盤タイプ対応製品

地震感知による主幹ブレーカの遮断に震度と遮断までの時間を設定できる機能を追加しました。

新型感震リレーは大切なご自宅を地震における電気火災からお守りします。
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突然の地震発生… 感震ブレーカ機能がないと避難後の家の中は…

感震ブレーカ
機能なし

停電により
通電がストップ！

家具が倒れて
電源コードから発火!

ヒーターが水槽の水で
ショートして発火!

電気ストーブから
カーテンに発火！

地震発生直後は、家の中をそのままにして逃げるのに必死。
その後のことなんて、考える余裕なんてありません！

電気が復旧したら
完全に火事だな～

避難中…

これから起こる大地震に過去の教訓は活かせます！地震のときの電気火災には、発生直後の火災と
停電から電気が復旧した際の通電火災があります。

東日本大震災（平成23年3月）
総務省消防庁

「平成23年 火災年報（別冊）」を基に作成

■大地震における出火原因 ■通電火災発生件数 阪神淡路大震災（神戸）

阪神淡路大震災（平成7年1月）
総務省消防庁

「平成7年 火災年報（別冊）」を基に作成
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地震発生から
８日も経って火災が発生！
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約9,000人
約230,000棟 約800人

約21,000棟
約800人

約21,000棟

電気関係の出火の防止 ※1 電気関係の出火の防止 ※1
初期消火成功率の向上 ※2

が図られた場合

感震ブレーカと
消火器等の保有で

約1/20

感震ブレーカ等の
設置で

約1/2

内閣府が発表した首都直下型地震の被害

想定では、感震ブレーカ等の設置による

「電気関係の出火防止」を行った場合、被害

は現状と比較して約１/2、「電気関係の出

火防止」と消火器具の保有を合わせて行っ

た場合は約1/20と言われています。被害を

最小限に食い止めるには電気火災を防ぐこ

とが大きく関係しています。

※１感震ブレーカ等の設置による「電気関係の出火の防止」
※２家庭用消火器・簡易消火器具等の保有および風呂水のためおきといった「消火資機材保有率の向上」、「住宅用火災警報器設置率の向上」、自主防災組織・自治会などでの防災訓

練の実施等による「消火・避難等訓練経験率の向上」、また建物の耐震化及び家具等の転倒・落下防止対策の実施による「防災行動可能率の向上」などを促進することによる「初期
消火成功率の向上」により、現状よりも出火防止対策が強化された場合の効果を評価した（冬夕、風速８ｍ/ｓの場合）。「首都直下型地震の被害想定と対策について（最終報告）【別
途資料１】～人的・物的被害（定量的な被害）～」平成２５年１２月 内閣府 中央防災会議　首都直下型地震対策検討ワーキンググループより

■都心南部直下地震の被害想定と対策について

地震発生後は多くの世帯で停電が発生します。
主幹ブレーカを落とさずに避難すると、電気が復旧した時、電気製品が再び作動します。

阪神淡路大震災では、火災によって7千棟以上の住宅が焼失しました。原因が特定できた火災のうち、最も多かったのが

「電気機器や配線に関係する火災」でした。建物が激しく揺れて、家具・家電が転倒、散乱する中で、電気ストーブや照明

器具が洗濯物やカーテンなどの可燃物と接触することで火災が発生しました。また、地震発生後は多くの世帯で停電が発

生しますが、ブレーカを落とさずに避難すると、電気が復旧した際に、通電状態となった電気機器や傷んだ配線が火元と

なって火災（通電火災）が発生しました。

感震ブレーカ
機能なし

復電により
通電状態に！
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感震ブレーカ
機能なし

復電により
通電状態に！

ONON

1 2
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感震ブレーカ機能付ホーム分電盤があれば…
震度5強以上の地震を感知した場合、3分間の警報の後、主幹ブレーカを自動的に遮断します。また、地震感知から3分の間に停電した場合は、
警報は出ませんが、復電時に、主幹ブレーカを自動的に遮断するので2次災害を防げて安心です。

通電火災の
心配なしで、地震でも
安心感があるね。

地震による電気火災への備えとして…
感震ブレーカ機能付ホーム分電盤の仕組み

阪神淡路大震災、東日本大震災では多くの家が地震火災によって焼失しました。

過去の大震災で発生した火災原因のうち、火元が特定された建物火災の6割が電気火災によるものでした。

大地震はいつ起こるか予測することは出来ません。大切なご自宅を地震における電気火災からお守りするために、

河村電器産業は感震ブレーカ機能付ホーム分電盤の設置を推奨します。

■地震における電気火災の発生例

感震ブレーカ機能付ホーム分電盤は、

地震による電気火災から守ります！

電気ストーブに可燃物が触れて発火 こたつに可燃物が触れて発火

転倒した水槽のヒーターが過熱して発火 破損状態での復電による発熱・発火 通電なし

通電なし 通電なし

OFF

地震がおさまって
電気が復旧したときが危険！
大地震が来ると送電線の保安点検のため一時
的に停電になるケースがありますが、電気が復
旧したときに倒れた電気ストーブなどによる電気
火災の危険が潜んでいます。

感震リレーが震度5強以上の地震を感知1
地震を感知すると、ランプとブザーでお知らせ2
感震リレーからの信号により主幹ブレーカで電源を遮断3

充電コードが破損状態での復電による発火

白熱灯スタンドが可燃物に触れて発火

木造住宅密集市街地における重点的な普及促進として、切迫性の高い首都直下地震対策特別措置法に基づく緊急対策区域や南海トラフ

地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法に基づく推進地域について重点的に取り組みを進め、10年を一つの区切りに感震ブレ

ーカー（感震機能付の分電盤、簡易タイプなど）を25%以上の世帯への普及に向け、総合的・継続的な取組が進められることが期待される。
（内閣府 大規模地震時の電気火災の発生抑制に関する検討会「大規模地震時の電気火災の発生抑制対策の検討と促進について（報告）」平成27年3月より）

※上記イラストは、遮断時間3分、震度5強の設定でのイメージです。

感震ブレーカ
機能あり

復電しても
自動で電気を遮断！

OFF

信号線感震リレー

主幹ブレーカ

電気の供給を
ストップ

1

2

3

※内線規程2016年 追補版1編 3章 保安原則 1365節 配電盤及び分電盤 1365 住宅用分電盤に「1365-10感電遮断機能付住宅
用分電盤」が追加され、「地震時等に著しく危険な密集市街地」の住宅などには、感電遮断機能付住宅用分電盤の施設することを勧
告、それ以外の場合では、施設が推薦されました。

3 4

内線規程2016年追補版で荒谷施設が推薦された
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感震ブレーカ機能付ホーム分電盤があれば…
震度5強以上の地震を感知した場合、3分間の警報の後、主幹ブレーカを自動的に遮断します。また、地震感知から3分の間に停電した場合は、
警報は出ませんが、復電時に、主幹ブレーカを自動的に遮断するので2次災害を防げて安心です。

通電火災の
心配なしで、地震でも
安心感があるね。

地震による電気火災への備えとして…
感震ブレーカ機能付ホーム分電盤の仕組み

阪神淡路大震災、東日本大震災では多くの家が地震火災によって焼失しました。

過去の大震災で発生した火災原因のうち、火元が特定された建物火災の6割が電気火災によるものでした。

大地震はいつ起こるか予測することは出来ません。大切なご自宅を地震における電気火災からお守りするために、

河村電器産業は感震ブレーカ機能付ホーム分電盤の設置を推奨します。

■地震における電気火災の発生例

感震ブレーカ機能付ホーム分電盤は、

地震による電気火災から守ります！

電気ストーブに可燃物が触れて発火 こたつに可燃物が触れて発火

転倒した水槽のヒーターが過熱して発火 破損状態での復電による発熱・発火 通電なし

通電なし 通電なし

OFF

地震がおさまって
電気が復旧したときが危険！
大地震が来ると送電線の保安点検のため一時
的に停電になるケースがありますが、電気が復
旧したときに倒れた電気ストーブなどによる電気
火災の危険が潜んでいます。

感震リレーが震度5強以上の地震を感知1
地震を感知すると、ランプとブザーでお知らせ2
感震リレーからの信号により主幹ブレーカで電源を遮断3

充電コードが破損状態での復電による発火

白熱灯スタンドが可燃物に触れて発火

木造住宅密集市街地における重点的な普及促進として、切迫性の高い首都直下地震対策特別措置法に基づく緊急対策区域や南海トラフ

地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法に基づく推進地域について重点的に取り組みを進め、10年を一つの区切りに感震ブレ

ーカー（感震機能付の分電盤、簡易タイプなど）を25%以上の世帯への普及に向け、総合的・継続的な取組が進められることが期待される。
（内閣府 大規模地震時の電気火災の発生抑制に関する検討会「大規模地震時の電気火災の発生抑制対策の検討と促進について（報告）」平成27年3月より）

※上記イラストは、遮断時間3分、震度5強の設定でのイメージです。

感震ブレーカ
機能あり

復電しても
自動で電気を遮断！

OFF

信号線感震リレー

主幹ブレーカ

電気の供給を
ストップ

1

2

3

※内線規程2016年 追補版 1編 総則 3章 保安原則 1365節 配電盤及び分電盤の 1365-10 感震遮断機能付住宅用分電盤が
改定され、「地震時等に著しく危険な密集市街地」の住宅などには、感震遮断機能付住宅用分電盤の施設が勧告、それ以外の住宅な
どには施設が推奨されました。

3 4

内線規程2016年追補版で新たに施設が推奨されました※
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感震ブレーカ機能付ホーム分電盤

の特長
新型

新型感震リレー

外部入力スイッチや外部警報装置を接続し
て、離れた場所で動作を停止したり、警報を
鳴らしたりできます。

5
特　長

新型センサー 外部入出力

新型の感震リレーは地震の横揺れに加え、
縦揺れも正確に感知して、主幹ブレーカを遮
断します。

4
特　長

コンパクト

感震リレーの小型化で他高機能機器を搭載
しても盤をコンパクトにできます。

3
特　長

震度設定

マンションの高層階と低層階や耐震対策の有無など建物の揺れの差を
考慮して、感知する地震の大きさを震度5強、震度6弱から選択するこ
とができます。

1
特　長

遮断までの時間設定

夜間避難時の照明確保や発火の恐れのある電気製品への安全対策
を考慮して、主幹ブレーカを遮断するまでの時間を即時、1分、3分から
選択することができます。

2
特　長

従来感震リレーサイズ比：約3分の1

樹脂ケース入り感震リレーもございます。
既設ホーム分電盤の横に設置できます。

品　番
寸　法
色　彩

NFK-1KR
H125×W90×D65
マンセル6.2Y9.1/0.6（近似）

項　目 仕　様
KRB-1

enステーション専用

ブレード1Pサイズ

AC100V  50/60Hz

1Φ2W、1Φ3W

震度5強、震度6弱

LED・ブザー

主幹を擬似漏電で遮断

即時、1分、3分

前後左右±10°以内

警報出力接点（オープンコレクタ出力）

リセットSW入力接点（無電圧a接点）

震度5強、3分

品　番

設置箇所の指定

サイズ

電　源

相線式

震度設定

警報表示

警報動作

遮断までの時間

取付角度

外部出力接点

外部入力接点

初期設定

■ 仕様・定格 ■ 結線にあたっての注意事項
●結線例 施工・設定には電気工事士の資格が必要です

注 意

感震リレーの両側に
ブレーカなどの機器は
配置できません。

（スペーサーは除く）

分岐ブレーカ 左端は取り付けられません。

分岐ブレーカ

分岐ブレーカ

感震リレー

感震リレー

感震リレー
enステーション

横一列Eco Eye

標準価格 18,400円

地 震 発 生！

基本動作
地震検知後、3分間の警報
後、主幹ブレーカを遮断しま
す。断続音の警報は、最後
の30秒間に連続音となり、
緊急避難を通知します。

おうちの中の安全が
確認できた場合

停電が
発生した場合

家屋が
倒壊した場合

停電後に
地震発生の場合

地震検知後、3分以内にリセ
ット（警報停止）スイッチを押す
ことで警報と主幹ブレーカの
遮断を停止できます。

地震検知後、3分以内に停電
が発生した場合、復電時に主
幹ブレーカを即時に遮断します。

万一、家屋が倒壊した場合に
は、主幹ブレーカを即時に遮
断します。

停電後8秒以内に地震を検
知した場合、復電直後に主幹
ブレーカを遮断します。※

地震発生を音と光でお知らせします！

停電

停電

復電

復電

通電火災

防 止

通電火災

防 止

地震発生後
2分30秒から
連続音に変化

遮断

※発電所や変電所に地震波が先に到達し、
　停電になる場合があります。※震度5強、遮断までの時間3分の設定での説明です。

（初期設定）

※動作機能が異なります。詳しくは
　最寄りの営業所へお問い合わせ下さい。

（KNR 1のみ）

震度5強以上の揺れを感知し、ランプとブザーで警報を発します。
家屋の倒壊や家具・家電が倒れると、電線被覆が破れて短絡事故を起こしたり、倒れた電気ストーブの電源が入りっぱなしになる場合があります。

感震ブレーカ機能付ホーム分電盤は、これらの電気火災（二次災害）を防ぎます。

断続音 断続音 断続音断続音

連続音 家屋
倒壊

同じ地震でも…

低層階（マンション）の場合 高層階（マンション）の場合

ゆれる幅が違います 夜間避難時の照明確保火災を防げます

「1分」または「3分」で
有効なこと「即時」で有効なこと

■感震リレーの動作機能

発生後
3分

発生後
2分30秒

即時
遮断

停止

即時
遮断

即時
遮断

リセット
ボタン

品　　番
標準価格

KRB-1
14,000円
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感震ブレーカ機能付ホーム分電盤

の特長
新型

新型感震リレー

外部入力スイッチや外部警報装置を接続し
て、離れた場所で動作を停止したり、警報を
鳴らしたりできます。

5
特　長

新型センサー 外部入出力

新型の感震リレーは地震の横揺れに加え、
縦揺れも正確に感知して、主幹ブレーカを遮
断します。

4
特　長

コンパクト

感震リレーの小型化で他高機能機器を搭載
しても盤をコンパクトにできます。

3
特　長

震度設定

マンションの高層階と低層階や耐震対策の有無など建物の揺れの差を
考慮して、感知する地震の大きさを震度5強、震度6弱から選択するこ
とができます。

1
特　長

遮断までの時間設定

夜間避難時の照明確保や発火の恐れのある電気製品への安全対策
を考慮して、主幹ブレーカを遮断するまでの時間を即時、1分、3分から
選択することができます。

2
特　長

従来感震リレーサイズ比：約3分の1

樹脂ケース入り感震リレーもございます。
既設ホーム分電盤の横に設置できます。

品　番
寸　法
色　彩

NFK-1KR
H125×W90×D65
マンセル6.2Y9.1/0.6（近似）

項　目 仕　様
KRB-1

enステーション専用

ブレード1Pサイズ

AC100V  50/60Hz

1Φ2W、1Φ3W

震度5強、震度6弱

LED・ブザー

主幹を擬似漏電で遮断

即時、1分、3分

前後左右±10°以内

警報出力接点（オープンコレクタ出力）

リセットSW入力接点（無電圧a接点）

震度5強、3分

品　番

設置箇所の指定

サイズ

電　源

相線式

震度設定

警報表示

警報動作

遮断までの時間

取付角度

外部出力接点

外部入力接点

初期設定

■ 仕様・定格 ■ 結線にあたっての注意事項
●結線例 施工・設定には電気工事士の資格が必要です

注 意

感震リレーの両側に
ブレーカなどの機器は
配置できません。

（スペーサーは除く）

分岐ブレーカ 左端は取り付けられません。

分岐ブレーカ

分岐ブレーカ

感震リレー

感震リレー

感震リレー
enステーション

横一列Eco Eye

標準価格 18,400円

地 震 発 生！

基本動作
地震検知後、3分間の警報
後、主幹ブレーカを遮断しま
す。断続音の警報は、最後
の30秒間に連続音となり、
緊急避難を通知します。

おうちの中の安全が
確認できた場合

停電が
発生した場合

家屋が
倒壊した場合

停電後に
地震発生の場合

地震検知後、3分以内にリセ
ット（警報停止）スイッチを押す
ことで警報と主幹ブレーカの
遮断を停止できます。

地震検知後、3分以内に停電
が発生した場合、復電時に主
幹ブレーカを即時に遮断します。

万一、家屋が倒壊した場合に
は、主幹ブレーカを即時に遮
断します。

停電後8秒以内に地震を検
知した場合、復電直後に主幹
ブレーカを遮断します。※

地震発生を音と光でお知らせします！

停電

停電

復電

復電

通電火災

防 止

通電火災

防 止

地震発生後
2分30秒から
連続音に変化

遮断

※発電所や変電所に地震波が先に到達し、
　停電になる場合があります。※震度5強、遮断までの時間（3分）の設定での説明です。

　（初期設定）

※動作機能が異なります。詳しくは
　最寄りの営業所へお問い合わせ下さい。

（KNR 1のみ）

震度5強以上の揺れを感知し、ランプとブザーで警報を発します。
家屋の倒壊や家具・家電が倒れると、電線被覆が破れて短絡事故を起こしたり、倒れた電気ストーブの電源が入りっぱなしになる場合があります。

感震ブレーカ機能付ホーム分電盤は、これらの電気火災（二次災害）を防ぎます。

断続音 断続音 断続音断続音

連続音 家屋
倒壊

同じ地震でも…

低層階（マンション）の場合 高層階（マンション）の場合

ゆれる幅が違います 夜間避難時の照明確保火災を防げます

「1分」または「3分」で
有効なこと「即時」で有効なこと

■感震リレーの動作機能

発生後
3分

発生後
2分30秒

即時
遮断

停止

即時
遮断

即時
遮断

リセット
ボタン

品　　番
標準価格

KRB-1
14,000円

5 6


